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～消防団からのお知らせ～

広報ふくろい 2006 平成18年10月15日

消
防
団
活
動
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

以
前
は
、
自
営
業
や
農
家
な
ど
の
団
員

が
大
半
を
占
め
、
団
に
よ
っ
て
は
、
希
望

し
て
も
人
数
が
多
く
て
入
れ
な
い
と
い
う

状
況
で
し
た
。
現
在
で
は
、
団
員
の
ほ
と

ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。
消
防
団
世

代
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る
う
え
、
価
値

観
が
多
様
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
団
員

の
確
保
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

火
災
や
水
害
の
被
害
か
ら
率
先
し
て
ま

ち
を
守
る
消
防
団
。
東
海
地
震
も
心
配
さ

れ
る
今
、
改
め
て
消
防
団
の
意
義
を
考
え

て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

団
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現

在
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
家
族

や
会
社
な
ど
、
団
員
を
取
り
巻
く
皆
さ
ん

の
消
防
団
活
動
へ
の
理
解
が
必
要
で
す
。

消
防
団
を
運
営
す
る
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
防
団
に
入
り
た
い
方
は
、
地
域
の
消

防
団
か
消
防
本
部
（
2
４
４
―

６
０
９
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●めざせ日本一防火のまち 袋井消防フェスタ

袋井消防本部予防課　244-5114問�

●住宅用火災警報器の設置をお願いします
◇消防法および袋井市森町広域行政組合火災予防条例により、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられま
した。

◇新築住宅は平成18年6月1日から、既存住宅は平成21年5月31日(日)までに住宅用火災警報器を設置してください。

壁取り付け式

天井・壁取り付け式

住宅が火災になった場合、家族が逃げ遅れないよう
に寝室や階段などに取り付けてください。また、火
を扱う台所などにも設置しましょう。

配線のいらないものなら、ホームセンターや電気店などで販売
しています。基準に合格したものには、日本消防検定協会の
NSマークがついています。購入の目安として選びましょう。

◇市民の皆さんに、火災予防に対する知識と関心を高めてもらい、安心して暮らせるまちづくりを目指して開催します。
◇体験コーナーやゲームコーナー、飲食模擬店コーナーもあります。ご家族そろってお越しください。
日 11月5日(日) 雨天の場合は11月12日(日)
時 午前9時30分～午後2時
所 原野谷川親水公園
内容　消防団ラッパ隊のドリル演奏やはしご車体験、レスキュー体験、消防車一斉放水など
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「
消
防
か
ら
始
ま
る
人
づ
く
り
　
地
域
づ
く
り
」

袋
井
市
消
防
団
　
　
　
　

団
長
　
山
田
享た

か

史し

さ
ん（
西
区
）

私
自
身
、
消
防
団
活
動
を
始
め
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
分
団
長
と

し
て
、
分
団
を
ま
と
め
る
立
場
か
ら
、
本
部
役
員
を
経
て
、
今
年
の
４

月
に
団
長
に
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
は
今
年
４
月
、「
袋
井
市
袋
井
消
防
団
」
と
「
袋
井
市
浅
羽
消

防
団
」
が
合
併
し
「
袋
井
市
消
防
団
」
に
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
16
個
分
団
・
団
員
６
１
４
人
の
団
員
が
い
ま
す
。
火
を
消

す
だ
け
の
消
防
団
活
動
で
は
な
く
、
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
培
わ
れ
る

人
間
関
係
は
い
つ
ま
で
も
そ
の
人
の
財
産
と
し
て
残
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
消
防
団
活
動
を
行
え
る
よ
う
日
々
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
確
保
は
、
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
現
在
の
組
織
を
維
持
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

訓
練
や
火
災
、
水
害
な
ど
で
の
出
動
な
ど
、
家
庭
か
ら
離
れ
る
こ
と

も
多
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
活
動
を
通
し
て
得
ら
れ
る
人
や
地

域
と
の
つ
な
が
り
は
、
と
て
も
大
き
な
も
の
で
す
。
消
防
団
を
退
団
し

た
団
員
の
多
く
は
「
初
め
は
い
や
だ
っ
た
け
ど
、
い
ろ
ん
な
人
と
巡
り

会
え
て
よ
か
っ
た
」「
地
域
活
動
に
貢
献
で
き
た
」
な
ど
「
や
っ
て
よ
か

っ
た
」
と
い
う
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

消
防
団
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
地
域
の
消
防
団

か
消
防
団
本
部
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

今年、消防団に入団しました。仕事を転職し、時間の
融通がきくようになったことと、周囲の同年代の友人や
知人が入団していて、毎年「消防団に入ろうぜ！」と誘
ってくれたことが大きな理由でした。
ですから、当初は消防団について特に興味もなく何と

なく入団していたというのが本音だったような気がしま
す。しかし、今では、消防団活動に興味がわいてきまし
た。それは、消防団消防操法査閲大会に分団の代表とし
て出場したことです。大会のための訓練は5月から始まり
ましたが、仕事の関係で私自身は6月から訓練に合流。初
めは、サポートしてくれる団員に迷惑ばかりかけていま
したが、分団長や団員に丁寧に教えてもらっていると、
「この期待にこたえたい」という気持ちになってきました。
この訓練を通じて分団の一員になれたと思います。良

い先輩、良い後輩がいる今の分団に入団できて良かった
と思います。
今後、実際の火災現場に出動することもあると思いま

す。先輩から吸収できることは一つでも多く吸収し、気
を引き締めて消防団活動をしていきたいと思います。

「仲間との

消防団活動」

浅羽方面隊第3分団

団員

渥美直史
なおふみ

さん（富里下）

「まさか自分が分団長になることはないだろう」そう
思うほど、新入団員当時の私には、分団長は遠い存在に
感じていました。火災や日ごろの訓練、非常招集演習な
どでの分団長の指揮力や統率力は、私にはない能力だと
決めつけていました。しかし、昨年、庶務班長という役
員をやってみて、「分団長をやってみようかな」という気
持ちが芽生えてきました。消防団活動を一生懸命やれば
やるほど家族に迷惑がかかることも分かっていましたが、
「やらなくて後悔することはあっても、やって後悔するこ
とはない」と思い分団長を引き受けました。
分団長として、消防団員として「地域住民の生命と財

産を守る」という言葉は、よく耳にしますが、分団長に
なったことで今まで以上に重みのある言葉になりました。
いつ起きてもおかしくない東海地震や風水害などに対す
る消防団の役割は重要だと考えるからです。
消防団員だけでできることは限られています。これか

らは、消防技術の習得だけでなく、地域の自主防災隊、
自治会との連携の強化が必要だと思います。団員一人ひ
とりが地域から信頼され、頼りにされるような活動をこ
れからも続けていきたいと思います。

「地域住民の生命と

財産を守る」

袋井方面隊第2分団

分団長

山田義輝
よしてる

さん（掛之上北）


